
 

 

 

第 208回筑波大学附属病院臨床研究倫理審査委員会議事概要 

 

日  時    令和 6年 3月 13日（水）16：15-17：10 

場  所    筑波大学附属病院 T-CReDO会議室  

出 席 者    土屋輝一郎、坂東裕子、和田哲郎、幸田幸直、土屋尚之、 

        花輪剛久、溝口健作、中野潤子、嶋田沙織、楠見由里子 

藤井輝、竹村幸恵、藤山聡 

 

 

議  事 

（1）前回議事要旨・概要の確認について 

   前回（第 207回）議事要旨・概要は、原案通り承認された。 

 

（2）倫理審査申請書の審査について 

① 

整理番号 R05-247 

研究課題名 
70歳以上の高齢びまん性大細胞型B細胞リンパ腫患者を対象とした 高齢者機

能評価の意義を明らかにするための多施設前方視的観察研究 (G-POWER) 

研究種別 観察研究 

研究責任者 

委員会説明者 

医学医療系 坂田麻実子 

審査概要 研究方法について質疑応答がなされた 

審査結果 承認 

 

 

報  告 

（1）重篤な有害事象について 

他機関主導の臨床研究で発生した有害事象3件について報告があった。 

 

（2）迅速審査について 

    承認された 16件について報告があった。 

新規申請 

 R05-237 高齢 2型糖尿病患者におけるアミノ酸補充が性ホルモンに与える影響に関する研究 

R05-215 甲状腺疾患罹患者におけるヨード造影剤使用前後の甲状腺機能に関する研究" 

R05-131 持続性心室頻拍に対するカテーテルアブレーション治療の多施設研究" 



 

 

 

R05-161 男児 Anocutaneous fistulaの瘻孔開口部位に応じた周術期合併症の発生リスクの検討" 

R05-080 電極間距離が器質的心疾患に伴う心室性不整脈に対するカテーテルアブレーション治療

に与える影響の検討 

R05-241 ペランパネル術前内服投与による脳腫瘍術後早期発作の予防：観察研究 

変更申請 10件 

 

（3）次回は 令和6年4月17日（水）に開催することとなった。    

                

以上 


